
　

 

  

 

　

 

　　　    青 山 地 区
あ お や ま

        岩手県　盛岡市
い わ て も り お か し

        平成23年3月

都　市　再　生　整　備　計　画



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 102 ha

平成 23 年度　～ 平成 25 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 平成21年度 平成25年度

回／年 平成21年度 平成25年度

％ 平成22年度 平成25年度旧覆練兵場供用開始後の施設利用者満足度 旧覆練兵場整備事業による施設整備の事業効果の実証を行う。
43% 60%

 

施設利用者満足度

1,200人

８回

旧覆練兵場供用開始後の利用者数 旧覆練兵場整備事業による利活用により，世代間や地域間の交流を生む場として活用を図る。
400人

目標：歴史的景観資源を活かした賑わいのあるまちづくり

イベント開催回数 旧覆練兵場供用開始後のイベント開催回数 旧覆練兵場整備における多様なイベントを開催し，活気とふれあいのあるコミュニティづくりを目指す。 ３回

施設利用者数

    青山地区は，戦後に住宅街として発展し，幹線道路を中心に商店街も発展してきた。しかしながら，昨今では，郊外型大型店舗の進出や少子高齢化に伴う中心街の空洞化が進行しており，活力ある地域の再生が課題となっているが，青山地区には，世代間交流等が担える
地域の交流拠点となる施設がないことから，その施設整備が急務となっている。基幹事業の核として整備する旧覆練兵場は，市民からは，赤れんがの外観から「青山の赤れんが」又はその旧来の目的から「覆馬場」等と呼ばれ，親しまれている。旧覆練兵場は，青山地区の歴史
を象徴する重要な建築物であると同時に，当市の貴重な近代化遺産でもある。当該建築物を修理保全し，併せて，案内板の設置等を行い，青山地区の地域振興及び活性化に向けたまちづくりに生かし，集会やイベント，運動施設等，多目的な機能をもたせ，「地域の交流拠点」
として利活用を行うことが望まれている。

　 目標としている「歴史的景観資源を活かした賑わいのあるまちづくり」を実現するため，次の計画を取り進める。
 ・施設全体を「地域の交流拠点」として計画する。
 ・青山駅，青山小学校，青山児童センター，岩手県営体育館等の周辺施設と人の動線が結ばれた施設間相互に一体化が図られる計画とする。
 ・運動のほか，集会やイベント等，多様な利用が可能な「多目的ホール」として計画する。

指　　標 定　　義

都道府県名 岩手県 盛岡市 青山地区

計画期間 交付期間 25

１  青山地区の歴史と現状
　 青山地区一帯は，藩政時代は荒涼とした原野であった。明治42年（1909年）に，騎兵第三旅団第23連隊・第24連隊が編成配置され，煉瓦造の覆練兵場が６棟建設された。終戦後の昭和21年には，引揚者等が兵舎を応急住宅として使用し，住宅地としての青山町がはじまっ
た。現在，残っているものは，盛岡市所有の旧覆練兵場の建築物１棟のみである。また，当時，全国で19か所に覆練兵場が建設されたものの，現存するものは旭川市と金沢市と当市だけになっており，全国的にも貴重な近代化遺産となっている。青山地区一帯には，現在でも旧
覆練兵場をはじめ，近接する森永乳業盛岡工場敷地内には，騎兵第三旅団の兵舎の煉瓦造の門柱等が保存されている。また，平成18年に開業した青山駅の駅舎や門柱，ショッピングセンターの歩道境等にも煉瓦が使用されており，今日においても，煉瓦文化が根付いている
地区となっている。また，岩手銀行旧本店や旧九十銀行，旧石井県令私邸，原敬私邸倉庫等，明治期における煉瓦建築が，市内随所で保存利活用されており，盛岡駅西口地区のマリオス内には，旧国鉄盛岡工場の煉瓦造の壁がレリーフとして保存されている。旧覆練兵場をは
じめとする煉瓦造の建築物は，盛岡の土から，盛岡で創られた煉瓦によって建築され，時代の流れを経て，今に存在しているものである。旧覆練兵場は，およそ100年もの間，青山地区の歴史を見続けてきた建築物であり，同地区における煉瓦建築のシンボルとして，また，本市
における近代化遺産として，次代に継承するものである。

２　事業の目的
　 青山地区は，旧陸軍騎兵旅団の兵営地であったが，戦後は満州からの引揚者の住居を経て，盛岡の新興住宅地として発展してきたところである。平成15年以降は相次いで郊外型大型店舗が出店したこと等による地元経済に与えた影響が大きく，そのような中で，地域に残存
する歴史的景観資源を保全し，まちづくりに活かしていくことにより，地域の賑わいを生み出し交流人口の拡大を図っていくことを目的とするものである。

３　旧覆練兵場の利活用計画について
　・市では，平成18年10月に地元町内会，商店街の代表及び学識者で構成する「旧覆練兵場活用懇話会」を設置し，平成22年１月まで５回にわたり，利活用について話し合いを行ってきた。
　・平成19年２月には「旧覆練兵場の活用を考える集い」を開催したほか，平成20年７月から８月までの間には「旧覆練兵場整備基本構想」のパブリックコメントを実施し，これらを踏まえ，平成20年８月に「旧覆練兵場整備基本構想」を策定した。
　・利活用の基本方針は，「建築当時のままに復元し，大空間で利活用すること」とし，フットサル，ゲートボール，各種展示会等，多目的な利用ができる施設とすることとし，平成22年３月に，実施設計を終了した。

従前値 目標値目標と指標及び目標値の関連性



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○事業スケジュールと今後の展開
・平成23年度：旧覆練兵場整備事業（旧覆練兵場改修工事（煉瓦造，平屋建，延床面積約1,192㎡），交流棟増築（鉄骨造一部木造，平屋建，延床面積約210㎡））
                       情報板設置事業，青山雪あかり事業 の開催。
・平成24年度～平成25年度：情報板設置事業，青山雪あかり事業，盛岡彫刻シンポジウムの開催。
・平成23年度の供用開始にあたり，当該旧覆練兵場については，青山地区の歴史を語り，地元に親しまれてきた施設であることから，管理運営については,指定管理者制度により,利用しやすい施設となるよう，関係機関・団体・地元住民と意見交換を行う。

方針に合致する主要な事業
整備方針1
 ・ 歴史的建造物である旧覆練兵場の改修工事にあたっては，煉瓦造の原型を活かし，外部は復元を基本とし，煉瓦の改修，屋根の葺き替えを行うほか，内部は多目的に使用できるよ
うに改修する。
 ・ 既存の樹木を保存するとともに，道路境界部に植込み等を行うほか，敷地内に交流広場を設け，舗装整備する。

・旧覆練兵場整備事業（基幹事業／既存建造物活用事業／高次都市施設）

整備方針2
 ・ 歴史的建造物である旧覆練兵場の原型改修に合わせ，旧覆練兵場の利活用にあたっての利用率の向上とコミュニティづくりの場として，交流棟を増築する。この増築にあたっては，
既存棟（旧覆練兵  場）とのデザインの共通性に配慮して切妻屋根とし，木造トラスを使用して広い空間を確保する。トイレ，更衣室，交流ホール，事務室を設け，防風雨と防寒に配慮し，
連絡廊下を設けて既存棟（旧覆練兵場）との一体的な活用を図る。
 ・ 平成21年２月から，地元町内会及び商店街等で組織する「青山まちづくり懇話会」が，当該施設で開催してきた「青山雪あかり事業」，及び平成21年９月に，岩手大学等を中心に組織
する「盛岡彫刻シンポジウム実行委員会」が開催してきた「盛岡彫刻シンポジウム事業」等，活気とふれあいのあるコミュニティづくりを目指して，イベントを開催する。

・旧覆練兵場整備事業（基幹事業／既存建造物活用事業／高次都市施設）
・青山雪あかり事業，盛岡彫刻シンポジウム（提案事業／まちづくり活動推進事業）
・事業効果分析調査（提案事業／事業活用調査）

整備方針3
 ・ 歴史的建造物である旧覆練兵場が位置する街区は，戦後，企業誘致等が行われ，中央の企業や学校，児童館，体育館，公園等が立地するスーパーブロックである。当該施設を含む
地区一体を「歩いて楽しい安全安心の地区」とするため，青山駅及びバス停留所からのアプローチとして，案内板を設置する。

・情報板設置事業（基幹事業／地域生活基盤施設）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
道路
公園
古都及び緑地保全事業
河川
下水道
駐車場有効利用システム
地域生活基盤施設 市 直 ５基 Ｈ23 Ｈ25 Ｈ23 Ｈ25 2.0 2.0 2.0 2.0
高質空間形成施設
高次都市施設 市 直 210㎡ Ｈ23 Ｈ23 Ｈ23 H23 55.0 55.0 55.0 55.0
既存建造物活用事業 市 直 1,192㎡ Ｈ23 Ｈ23 Ｈ23 H23 97.1 97.0 97.0 97.0
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備促進事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 154.1 154.0 154.0 154.0 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

市 直 Ｈ25 Ｈ25 Ｈ25 Ｈ25 0.2 0.2 0.2 0.2

市 直 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ24 Ｈ25 1.0 1.0 1.0 1.0

市 直 Ｈ23 Ｈ25 Ｈ23 Ｈ25 1.0 1.0 1.0 1.0

合計 2.2 2.2 2.2 2.2 …B
合計(A+B) 156.2

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

交付対象事業費 156.2 交付限度額 62.4 国費率 0.399

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

情報板設置 0.0

旧覆練兵場整備（交流棟） 0.0
旧覆練兵場整備 0.0

住宅市街地
総合整備
事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

事業活用調査
事業効果分析調査 青山地区 0.00

0.00

青山雪あかり事業 旧覆練兵場施設周辺地区 0.00

0.00

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活動推進
事業

盛岡彫刻シンポジウム事業 旧覆練兵場施設内


